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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
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   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月7日(2011.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターロイキン－１２（ＩＬ－１２）の機能を有するタンパク質を条件的に発現する
ためのベクターであって、
遺伝子スイッチをコードするポリヌクレオチドを含み、
該遺伝子スイッチが、
（１）プロモーターに機能的に連結された、リガンド依存的転写因子をコードする少なく
とも１つの転写因子配列、
および
（２）該リガンド依存的転写因子によって活性化するプロモーターに連結された、ＩＬ－
１２の機能を有するタンパク質をコードするポリヌクレオチド
を含む、ベクター。
【請求項２】
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　遺伝子スイッチをコードするポリヌクレオチドが、
（１）プロモーターに機能的に連結された、リガンド依存的転写因子をコードする少なく
とも１つの転写因子配列、
および
（２）該リガンド依存的転写因子によって活性化するプロモーターに連結された、ＩＬ－
１２の機能を有するタンパク質をコードするポリヌクレオチド
を含む、請求項１記載のベクター。
【請求項３】
　アデノウイルスベクターである、請求項１または２記載のベクター。
【請求項４】
　ｒＡＤ．ＲｈｅｏＩＬ１２である、請求項３記載のベクター。
【請求項５】
　遺伝子スイッチがエクジソン受容体（ＥｃＲ）に基づく遺伝子スイッチである、請求項
１～３のいずれか一項記載のベクター。
【請求項６】
　遺伝子スイッチをコードするポリヌクレオチドがプロモーター制御下にある第一の転写
因子配列および第二の転写因子配列を含み、該第一の転写因子配列および該第二の転写因
子配列によってコードされるタンパク質が相互作用してリガンド依存的転写因子として機
能するタンパク質複合体を形成する、請求項１～５のいずれか一項記載のベクター。
【請求項７】
　第一の転写因子および第二の転写因子が内部リボソーム侵入部位によって連結されてい
る、請求項６記載のベクター。
【請求項８】
　内部リボソーム侵入部位がＥＭＣＶ　ＩＲＥＳである、請求項７記載のベクター。
【請求項９】
　遺伝子スイッチをコードするポリヌクレオチドが
第一のプロモーター制御下にある第一の転写因子配列および
第二のプロモーター制御下にある第二の転写因子配列を含み、
該第一の転写因子配列および該第二の転写因子配列によってコードされるタンパク質が相
互作用してリガンド依存的転写因子として機能するタンパク質複合体を形成する、
請求項１または２記載のベクター。
【請求項１０】
　第一の転写因子配列がＶＰ－１６トランス活性化ドメイン
およびレチノイン酸Ｘ受容体（ＲＸＲ）タンパク質をコードする核酸を含む、
請求項５～９のいずれか一項記載のベクター。
【請求項１１】
　第二の転写因子配列がＧＡＬ－４　ＤＮＡ結合ドメインおよび
エクジソン受容体（ＥｃＲ）タンパク質をコードする核酸を含む、
請求項５～１０のいずれか一項記載のベクター。
【請求項１２】
　リガンド依存的転写因子によって活性化するプロモーターに連結された、
ＩＦＮ－アルファの機能を有するタンパク質をコードするポリヌクレオチドをさらに含む
、
請求項１～１１のいずれか一項記載のベクター。
【請求項１３】
　ＩＬ－１２の機能を有するタンパク質をコードするポリヌクレオチドが
ヒトＩＬ－１２をコードする、請求項１～１２のいずれか一項記載のベクター。
【請求項１４】
　ＩＬ－１２の機能を有するタンパク質をコードするポリヌクレオチドが、野生型ヒトＩ
Ｌ－１２と少なくとも８５％同一のポリペプチドをコードする、請求項１３記載のベクタ
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ー。
【請求項１５】
　ＩＬ－１２の機能を有するタンパク質を条件的に発現する樹状細胞の集団を生成する方
法であって、請求項１～１４のいずれか一項記載のベクターを樹状細胞に導入することに
より、該樹状細胞の少なくとも一部を改変する段階を含む、方法。
【請求項１６】
　樹状細胞がヒト樹状細胞である、請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　樹状細胞が骨髄樹状細胞である、請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　請求項１～１４のいずれか一項記載のベクターを含む、インビトロで遺伝子操作した樹
状細胞。
【請求項１９】
　ＩＦＮ－アルファの機能を有するタンパク質を条件的に発現するベクターをさらに含む
インビトロで遺伝子操作した樹状細胞であって、
該ベクターが遺伝子スイッチをコードするポリヌクレオチドを含み、該ポリヌクレオチド
が、
（１）プロモーターに機能的に連結された、リガンド依存的転写因子をコードする少なく
とも１つの転写因子配列、および
（２）該リガンド依存的転写因子によって活性化するプロモーターに連結された、ＩＦＮ
－アルファの機能を有するタンパク質をコードするポリヌクレオチドを含む、請求項１８
記載のインビトロで遺伝子操作した樹状細胞。
【請求項２０】
　請求項１８記載のインビトロで遺伝子操作した樹状細胞の集団を含む、薬学的組成物。
【請求項２１】
　インビトロで遺伝子操作した樹状細胞の集団が少なくとも１０４個の細胞を含む、請求
項２０記載の薬学的組成物。
【請求項２２】
　インビトロで遺伝子操作した樹状細胞の集団が少なくとも１０７個の細胞を含む、請求
項２０記載の薬学的組成物。
【請求項２３】
　哺乳動物の腫瘍治療用の医薬の製造における、請求項１８または１９記載のインビトロ
で遺伝子操作した樹状細胞の集団の使用。
【請求項２４】
　腫瘍が良性腫瘍である、請求項２３記載の使用。
【請求項２５】
　腫瘍が悪性腫瘍である、請求項２３記載の使用。
【請求項２６】
　腫瘍が黒色腫である、請求項２３記載の使用。
【請求項２７】
　腫瘍が悪性黒色腫皮膚癌である、請求項２６記載の使用。
【請求項２８】
　請求項１８または１９記載のインビトロで遺伝子操作した樹状細胞を含むキット。
【請求項２９】
　ＲＧ－１１５８１９、ＲＧ－１１５８３０、またはＲＧ－１１５９３２からなる群より
選択されるリガンドをさらに含む、請求項２８記載のキット。
【請求項３０】
　樹状細胞におけるインターロイキン－１２（ＩＬ－１２）の機能を有するタンパク質の
条件的発現を誘導するための医薬の製造における、請求項１８または１９記載のインビト
ロで遺伝子操作した樹状細胞の集団の使用。
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【請求項３１】
　インビトロで遺伝子操作した樹状細胞がヒト樹状細胞である、請求項３０記載の使用。
【請求項３２】
　インビトロで遺伝子操作した樹状細胞が骨髄樹状細胞である、請求項３１記載の使用。
【請求項３３】
　インビトロで遺伝子操作した樹状細胞の集団が少なくとも１０７個の細胞を含む、請求
項３０～３２のいずれか一項記載の使用。
【請求項３４】
　インビトロで遺伝子操作した樹状細胞の集団が少なくとも５×１０７個の細胞を含む、
請求項３０～３３のいずれか一項記載の使用。
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